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○運賃改定申請の概要 
 

１．背 景 

◆京阪電気鉄道は、明治４３年の営業開始以来、「安全安心」「快適」

「便利」といった価値の根幹を支える鉄軌道事業を中心とする交
通ネットワークを提供しながら、駅を拠点としたまちづくりを推

進し、地域をつなぐことで沿線の社会、経済、お客さまの暮らし

を支え、地域と共に成長してきた。鉄軌道事業では、「安全で安心
な旅客輸送サービスの提供」を最大の使命とし、安全かつ安定輸

送に向けた取り組みのほかバリアフリー化の推進といった利便性

向上に取り組む一方、業務効率化や構造改革によるコスト削減に
継続的に努めることで、平成７年の運賃改定以来３０年間、消費

税率変更に伴う運賃改定を除き、運賃を据え置いて事業を行って

きた。 
 

◆しかし、同社は従来から続く沿線の少子高齢化等によるお客さま

の減少に加え、コロナ禍を経た新たな生活様式の定着等が減収に
拍車をかけ、バリアフリー設備の整備の他にも、安全・安定輸送

に必要不可欠な車両・変電所等の更新投資や施設・設備の維持修

繕がすでに困難となってきており、今後もさらに厳しい状況とな
ることが想定される。 

 

◆引き続き鉄軌道事業を継続し、永く社会に貢献し続けるためには、

安全・安定輸送の確保に必要な既存設備の更新に加え、激甚化する

自然災害への対策やカーボンニュートラルといった今日的な社会

課題対応への投資も必要不可欠である。 
 

◆今後専門的な技術を必要とする鉄軌道事業人材確保に向けた待

遇・職場環境改善により人件費も増加することが見込まれるほか、
電気料金や物価高騰による経費の更なる増加が懸念される状況に

おいて、お客さまサービスのさらなる向上や社会の要請に応える

価値を提供するため、構造改革による経費の削減等に継続して取
り組むことを前提に、運賃改定を申請するものである。 
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２．申請の内容 

 （１）実施予定時期   令和７年１０月 
 

（２）改 定 率   上限運賃平均 １５．８％（１２．４％） 

 
（３）初乗 り運 賃   京阪線上限運賃１８０円（現行１６０円） 

              (※鉄道駅バリアフリー料金加算後運賃１７０円) 

                     大津線上限運賃２００円（現行１７０円） 
               (※大津線運賃へのバリアフリー料金加算なし) 

 

（４）定期旅客運賃割引率  通勤３９．０％（現行３９．３％） 
            通学８１．８％（現行８０．５％） 

 

（５）改定率・増収率一覧 
 

 
上 限 運 賃 

改 定 率 増 収 率 

定 期 外 
１５．５％  

（１１．７％） 

１２．７％  

（９．７％） 

定 期 

通 勤 
１７．５％  

（１４．４％） 

１４．４％  

（１１．９％） 

通 学 ８．８％  ７．８％  

計 
１６．４％  

（１３．７％） 
１３．５％  

（１１．４％） 

合計 
１５．８％  

（１２．４％） 
１３．０％  

（１０．３％） 

※（ ）内、鉄道駅バリアフリー料金加算後運賃比較 
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○運賃改定申請内容について 

 

１．改定の考え方 

◯普通旅客運賃 
 ・現行の運賃に１．１５を乗じ、１０円未満を切り上げた運賃

とする。 

   ただし、京阪線１区運賃（初乗り）・２区運賃については１
０円未満を切り下げそれぞれ１８０円・２４０円とする。 

◯定期旅客運賃 

 （通勤定期） 
 ・改定後の普通旅客運賃を基に現行の割引率を適用したうえ

で、平均割引率と比べ高い割引率となっている一部区間につ

いて割引率を引き下げ、１０円未満を四捨五入した運賃とす
る。 

 

 （通学定期） 
 ・改定後の普通旅客運賃を基に、家計への負担に配慮し、改定

率を通勤定期の半分程度に抑制するため、現行の割引率を引

き上げ、１０円未満を四捨五入した運賃とする。 
 

◯改定率 

 ・普通旅客運賃：１５．５％（１１．７％） 
 ・定期旅客運賃：１６．４％（１３．７％） 

      通勤：１７．５％（１４．４％）（割引率３９．０％） 

      通学： ８．８％       （割引率８１．８％） 
 ・全    体：１５．８％（１２．４％） 

※（ ）内、鉄道駅バリアフリー料金加算後運賃比較 

 

◯中之島線、鴨東線における加算運賃は変更しない。 
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２．申請内容 

①普通旅客運賃（大人） 

【京阪線】 

              （単位：キロ、円） 

キロ程 現行 申請 差額 改定率 

１～３ １６０ １８０ ２０ １２．５％ 

４～７ ２１０ ２４０ ３０ １４．３％ 

８～１２ ２７０ ３２０ ５０ １８．５％ 

１３～１７ ３１０ ３６０ ５０ １６．１％ 

１８～２２ ３４０ ４００ ６０ １７．６％ 

２３～２８ ３６０ ４２０ ６０ １６．７％ 

２９～３４ ３８０ ４４０ ６０ １５．８％ 

３５～４０ ４００ ４６０ ６０ １５．０％ 

４１～４６ ４１０ ４８０ ７０ １７．１％ 

４７～５２ ４２０ ４９０ ７０ １６．７％ 

５３～５４ ４３０ ５００ ７０ １６．３％ 

【大津線】 
              （単位：キロ、円） 

キロ程 現行 申請 差額 改定率 

１～５ １７０ ２００ ３０ １７．６％ 

６～１０ ２４０ ２８０ ４０ １６．７％ 

１１～１５ ３３０ ３８０ ５０ １５．２％ 
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②通勤定期旅客運賃（大人１か月） 
（単位：キロ、円） 

キロ程 現行 申請 差額 改定率 

１ ４，１００ ５，１８０ １，０８０ ２６．３％ 

２ ４，８５０ ５，７２０ ８７０ １７．９％ 

３ ５，６００ ６，３００ ７００ １２．５％ 

４ ６，３５０ ７，６３０ １，２８０ ２０．２％ 

５ ６，９７０ ７，９６０ ９９０ １４．２％ 

６ ７，６００ ８，６８０ １，０８０ １４．２％ 

７ ８，２５０ ９，４３０ １，１８０ １４．３％ 

８ ８，７９０ １０，５６０ １，７７０ ２０．１％ 

９ ９，３２０ １１，０４０ １，７２０ １８．５％ 

１０ ９，８７０ １１，６９０ １，８２０ １８．４％ 

１１ １０，２９０ １２，１９０ １，９００ １８．５％ 

１２ １０，７２０ １２，７１０ １，９９０ １８．６％ 

１３ １１，１４０ １２，９４０ １，８００ １６．２％ 

１４ １１，４６０ １３，３１０ １，８５０ １６．１％ 

１５ １１，７８０ １３，６７０ １，８９０ １６．０％ 

１６ １２，１１０ １４，０６０ １，９５０ １６．１％ 

１７ １２，３２０ １４，３００ １，９８０ １６．１％ 

１８ １２，５５０ １４，７６０ ２，２１０ １７．６％ 

１９ １２，７８０ １５，０２０ ２，２４０ １７．５％ 

２０ １２，９３０ １５，２２０ ２，２９０ １７．７％ 

２１ １３，０７０ １５，３８０ ２，３１０ １７．７％ 

２２ １３，２２０ １５，５５０ ２，３３０ １７．６％ 

２３ １３，３３０ １５，６１０ ２，２８０ １７．１％ 

２４ １３，４４０ １５，６７０ ２，２３０ １６．６％ 

２５ １３，５７０ １５，８３０ ２，２６０ １６．７％ 

２６ １３，６９０ １５，９８０ ２，２９０ １６．７％ 

２７ １３，８００ １６，１００ ２，３００ １６．７％ 

２８ １３，８９０ １６，２００ ２，３１０ １６．６％ 

２９ １３，９７０ １６，２４０ ２，２７０ １６．２％ 

３０ １４，０６０ １６，２９０ ２，２３０ １５．９％ 

３１ １４，１４０ １６，３７０ ２，２３０ １５．８％ 

３２ １４，２４０ １６，５００ ２，２６０ １５．９％ 
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３３ １４，３２０ １６，５８０ ２，２６０ １５．８％ 

３４ １４，４００ １６，６８０ ２，２８０ １５．８％ 

３５ １４，４８０ １６，７１０ ２，２３０ １５．４％ 

３６ １４，５７０ １６，７５０ ２，１８０ １５．０％ 

３７ １４，６６０ １６，８６０ ２，２００ １５．０％ 

３８ １４，７４０ １６，９５０ ２，２１０ １５．０％ 

３９ １４，８３０ １７，０６０ ２，２３０ １５．０％ 

４０ １４，９１０ １７，１４０ ２，２３０ １５．０％ 

４１ １４，９９０ １７，３４０ ２，３５０ １５．７％ 

４２ １５，０７０ １７，５５０ ２，４８０ １６．５％ 

４３ １５，１６０ １７，７４０ ２，５８０ １７．０％ 

４４ １５，２４０ １７，８６０ ２，６２０ １７．２％ 

４５ １５，３１０ １７，９１０ ２，６００ １７．０％ 

４６ １５，３８０ １８，０００ ２，６２０ １７．０％ 

４７ １５，４４０ １８，０４０ ２，６００ １６．８％ 

４８ １５，５００ １８，０８０ ２，５８０ １６．６％ 

４９ １５，５６０ １８，１４０ ２，５８０ １６．６％ 

５０ １５，６２０ １８，２３０ ２，６１０ １６．７％ 

５１ １５，７００ １８，３２０ ２，６２０ １６．７％ 

５２ １５，７６０ １８，３８０ ２，６２０ １６．６％ 

５３ １５，８２０ １８，４３０ ２，６１０ １６．５％ 

５４ １５，８９０ １８，４８０ ２，５９０ １６．３％ 

５５ １５，９５０ １８，５９０ ２，６４０ １６．６％ 

５６ １６，０１０ １８，７１０ ２，７００ １６．９％ 

５７ １６，０８０ １８，７６０ ２，６８０ １６．７％ 

５８ １６，１４０ １８，８５０ ２，７１０ １６．８％ 

５９ １６，２１０ １８，９００ ２，６９０ １６．６％ 

６０ １６，２７０ １８，９９０ ２，７２０ １６．７％ 

６１ １６，３３０ １９，０３０ ２，７００ １６．５％ 

６２ １６，３９０ １９，０７０ ２，６８０ １６．４％ 

６３ １６，４７０ １９，１１０ ２，６４０ １６．０％ 

６４ １６，５３０ １９，１６０ ２，６３０ １５．９％ 

６５ １６，５９０ １９，２３０ ２，６４０ １５．９％ 

６６ １６，６５０ １９，３１０ ２，６６０ １６．０％ 
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③通学定期旅客運賃（大人１か月） 
（単位：キロ、円） 

キロ程 現行 申請 差額 改定率 

１ １，３５０ １，４６０ １１０ ８．１％ 

２ １，６３０ １，７６０ １３０ ８．０％ 

３ １，８９０ ２，０３０ １４０ ７．４％ 

４ ２，１００ ２，２２０ １２０ ５．７％ 

５ ２，３２０ ２，４５０ １３０ ５．６％ 

６ ２，５３０ ２，６７０ １４０ ５．５％ 

７ ２，７００ ２，８５０ １５０ ５．６％ 

８ ２，８７０ ３，１６０ ２９０ １０．１％ 

９ ３，０５０ ３，３５０ ３００ ９．８％ 

１０ ３，１７０ ３，４９０ ３２０ １０．１％ 

１１ ３，３１０ ３，６４０ ３３０ １０．０％ 

１２ ３，４３０ ３，７７０ ３４０ ９．９％ 

１３ ３，５１０ ３，８２０ ３１０ ８．８％ 

１４ ３，６００ ３，９２０ ３２０ ８．９％ 

１５ ３，６８０ ４，０００ ３２０ ８．７％ 

１６ ３，７３０ ４，０６０ ３３０ ８．８％ 

１７ ３，７８０ ４，１００ ３２０ ８．５％ 

１８ ３，８４０ ４，２００ ３６０ ９．４％ 

１９ ３，８９０ ４，２６０ ３７０ ９．５％ 

２０ ３，９４０ ４，３１０ ３７０ ９．４％ 

２１ ３，９８０ ４，３５０ ３７０ ９．３％ 

２２ ４，０３０ ４，４１０ ３８０ ９．４％ 

２３ ４，０７０ ４，４３０ ３６０ ８．８％ 

２４ ４，１２０ ４，４９０ ３７０ ９．０％ 

２５ ４，１６０ ４，５３０ ３７０ ８．９％ 

２６ ４，２００ ４，５７０ ３７０ ８．８％ 

２７ ４，２４０ ４，６１０ ３７０ ８．７％ 

２８ ４，２７０ ４，６５０ ３８０ ８．９％ 

２９ ４，３００ ４，６７０ ３７０ ８．６％ 

３０ ４，３３０ ４，７００ ３７０ ８．５％ 

３１ ４，３８０ ４，７５０ ３７０ ８．４％ 

３２ ４，４１０ ４，７８０ ３７０ ８．４％ 
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３３ ４，４３０ ４，８００ ３７０ ８．４％ 

３４ ４，４６０ ４，８４０ ３８０ ８．５％ 

３５ ４，４９０ ４，８５０ ３６０ ８．０％ 

３６ ４，５２０ ４，８８０ ３６０ ８．０％ 

３７ ４，５５０ ４，９２０ ３７０ ８．１％ 

３８ ４，５８０ ４，９５０ ３７０ ８．１％ 

３９ ４，６１０ ４，９８０ ３７０ ８．０％ 

４０ ４，６４０ ５，０１０ ３７０ ８．０％ 

４１ ４，６８０ ５，１００ ４２０ ９．０％ 

４２ ４，７００ ５，１２０ ４２０ ８．９％ 

４３ ４，７３０ ５，１５０ ４２０ ８．９％ 

４４ ４，７５０ ５，１８０ ４３０ ９．１％ 

４５ ４，７７０ ５，２００ ４３０ ９．０％ 

４６ ４，７９０ ５，２３０ ４４０ ９．２％ 

４７ ４，８１０ ５，２４０ ４３０ ８．９％ 

４８ ４，８３０ ５，２６０ ４３０ ８．９％ 

４９ ４，８５０ ５，２７０ ４２０ ８．７％ 

５０ ４，８６０ ５，２９０ ４３０ ８．８％ 

５１ ４，８９０ ５，３２０ ４３０ ８．８％ 

５２ ４，９１０ ５，３４０ ４３０ ８．８％ 

５３ ４，９３０ ５，３５０ ４２０ ８．５％ 

５４ ４，９５０ ５，３８０ ４３０ ８．７％ 

５５ ４，９７０ ５，４１０ ４４０ ８．９％ 

５６ ４，９８０ ５，４３０ ４５０ ９．０％ 

５７ ４，９９０ ５，４４０ ４５０ ９．０％ 

５８ ５，０００ ５，４５０ ４５０ ９．０％ 

５９ ５，０１０ ５，４６０ ４５０ ９．０％ 

６０ ５，０２０ ５，４７０ ４５０ ９．０％ 

６１ ５，０３０ ５，４８０ ４５０ ８．９％ 

６２ ５，０４０ ５，４９０ ４５０ ８．９％ 

６３ ５，０５０ ５，５００ ４５０ ８．９％ 

６４ ５，０６０ ５，５１０ ４５０ ８．９％ 

６５ ５，０８０ ５，５２０ ４４０ ８．７％ 

６６ ５，０９０ ５，５３０ ４４０ ８．６％ 
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○収入原価総括表 

（単位：百万円） 

科目 

令和 

５年度 

（実績） 

令和 

６年度 

（推計） 

令和 

７年度 

（推計） 

平年度３年間合計 

（令和８～１０年度） 

（推計） 

増収額 

c 

 

b-a 

増収率 

ｄ 

 

c÷a 

×100 

現行 

a 

申請 

b 

収

入 

旅客運賃収入 46,797 46,988 49,464 136,301 154,014 17,713 13.0% 

定期外 31,185 31,326 33,287 90,369 101,866 11,496 12.7% 

定 期 15,612 15,662 16,177 45,932 52,149 6,217 13.5% 

特別急行料金等 1,047 1,086 1,104 3,369 3,369 ― ― 

運輸雑収等 3,349 3,349 3,349 10,047 10,047 ― ― 

小 計 51,193 51,423 53,917 149,717 167,430 17,713 11.8% 

雑収入 331 331 331 992 992 ― ― 

合 計 51,524 51,754 54,248 150,709 168,422 17,713 11.8% 

原 

 

価 

適正コスト 22,988 23,508 24,071 75,519  75,519  ― ― 

車両使用料収入等に
係る人件費、経費 

90  90 90 270 270 ― ― 

その他の運輸雑収等
に係る人件費、経費 

2,273 2,333 2,408 7,762  7,762  ― ― 

駅共同使用料等に 

係る減価償却費等 
2,013  2,013  2,013  6,040 6,040 ― ― 

動力費等 3,857 4,225 4,173 12,627 12,627 ― ― 

賃借料 998 998 998 2,993 2,993 ― ― 

固定資産除却費 936 1,105 1,157 2,663 2,663 ― ― 

諸税 1,841 1,929 1,950 6,290 6,290 ― ― 

減価償却費 7,904 8,798 9,489 32,980 32,980 ― ― 

大 規 模 災 害 等 に 

よる損失 
10 10 10 29 29 ― ― 

小 計 42,910 45,008 46,360 147,172 147,172 ― ― 

雑支出 86 86 86 257 257 ― ― 

法人税等 2,120 2,193 2,238 6,586 6,586 ― ― 

事業報酬 4,735 4,828 4,969 15,175 15,175 ― ― 

合 計 49,851 52,114 53,653 169,190 169,190 ― ― 

差 引 損 益 1,673 ▲361 595 ▲18,481 ▲768 17,713 ― 

収 支 率 103.4% 99.3% 101.1% 89.1% 99.5% ― ― 

※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある  
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○収入原価（平年度内訳） 

（単位：百万円） 

科目 
令和８年度 令和９年度 令和１０年度 

現行 申請 現行 申請 現行 申請 

収 

 

入 

旅客運賃収入 45,531 51,448 45,488 51,400 45,282 51,166 

定期外 30,199 34,041 30,178 34,017 29,992 33,807 

定 期 15,331 17,407 15,310 17,383 15,290 17,359 

特別急行料金等 1,119 1,119 1,127 1,127 1,123 1,123 

運輸雑収等 3,349 3,349 3,349 3,349 3,349 3,349 

小 計 49,998 55,916 49,964 55,876 49,754 55,639 

雑収入 331 331 331 331 331 331 

合 計 50,329 56,246 50,295 56,207 50,085 55,969 

原 

 

価 

適正コスト 24,653  24,653  25,235  25,235  25,630  25,630  

車両使用料収入等

に係る人件費、経費 
90  90 90 90 90 90 

その他の運輸雑収等に
係る人件費、経費 

2,530  2,530 2,592  2,592  2,639  2,639  

駅共同使用料等に 

係る減価償却費等 
2,013  2,013  2,013  2,013  2,013  2,013 

動力費等 4,189  4,189  4,218  4,218  4,221  4,221  

賃借料 998  998  998 998  998  998 

固定資産除却費 1,170  1,170  814  814  679  679  

諸税 2,128  2,128  2,096  2,096  2,065  2,065  

減価償却費 10,561  10,561  11,656  11,656  10,763  10,763  

大 規 模 災 害 等 に 

よる損失 
10 10 10 10 10 10 

小 計 48,341  48,341  49,723  49,723  49,109  49,109  

雑支出 86  86 86 86 86 86 

法人税等 2,230  2,230  2,197  2,197  2,158  2,158  

事業報酬 5,080 5,080  5,084  5,084  5,012  5,012  

合 計 55,737  55,737  57,089  57,089  56,364  56,364  

差 引 損 益 ▲5,408  510  ▲6,794 ▲883  ▲6,279  ▲395  

収 支 率 90.3% 100.9% 88.1% 98.5% 88.9% 99.3% 

※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 
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○鉄道事業収支の実績及び推定 

 
（単位：百万円） 

項目 
令和５年度 

（実績） 

令和８～１０年度 

（３年間平均） 

現行 申請 

収入 51,524 50,236 56,141 

原価 49,851 56,397 56,397 

差引損益 1,673  ▲6,160  ▲256  

収支率 103.4% 89.1% 99.5% 

※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 

 

○運賃収入内訳 

 
（単位：百万円） 

項目 
令和５年度 
（実績） 

令和８～１０年度 
（３年間平均） 

現行 申請 

定期外 31,185  30,123 33,955 

定期 15,612  15,311 17,383 

合計 46,797  45,434 51,338 

 ※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 
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○需要見通し 

（単位：千人） 

項目 
令和元年度

（実績） 

令和２年度

（実績） 

令和３年度 

（実績） 

令和４年度 

（実績） 

令和５年度 

（実績） 

定期外 145,194 90,480 97,159 115,075 126,856 

定

期 

通勤 103,963 91,012 87,512 89,190 92,995 

通学 43,150 26,234 34,048 38,763 39,701 

計 147,113 117,246 121,560 127,953 132,696 

合計 292,307 207,726 218,719 243,028 259,552 

前年比 － 71.1% 105.3% 111.1% 106.8% 

 

（単位：千人） 

項目 
令和６年度 

（推定） 

令和７年度

（推定） 

令和８年度 

（推定） 

令和９年度 

（推定） 

令和 10年度 

（推定） 

定期外 127,430 127,440 124,006 123,919 123,156 

定

期 

通勤 93,336 92,445 91,045 90,903 90,762 

通学 39,701 39,520 39,324 39,324 39,324 

計 133,037 131,965 130,369 130,227 130,086 

合計 260,467 259,405 254,375 254,146 253,242 

前年比 100.4% 99.6% 98.1% 99.9% 99.6% 
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○設備投資実績と計画 
 

（単位：億円） 

項目 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

実績 実績 実績 実績 実績 

安全 54 87 36 34 60 

サービス改善 21 31 5 9 35 

合計 75 118 40 44 95 

 

（単位：億円） 

項目 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 

計画 計画 計画 計画 計画 

安全 113 122 118 77 56 

サービス改善 37 41 35 30 33 

合計 150 162 154 107 89 

※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 
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○利用者サービスの向上策 

令和８年度から令和１０年度までの間、鉄道の運行に必要な各種

設備の維持・管理に加え、下記の施策にも取り組んでいく。 

①  京阪本線（寝屋川市・枚方市）連続立体交差事業  

（令和８年度～令和１０年度の投資額計：約２３億円） 

   事業主体である大阪府と協力し、寝屋川市駅から枚方市駅間

で実施している連続立体交差事業を着実に進める。  

  ＜終点方取付部付近斜面切取工事(現状)＞ ＜完成イメージ＞ 

    
 

②  車両の更新・リニューアル工事  

（令和８年度～令和１０年度の投資額計：約６３億円） 

製造から約５０～６０年を経過する通勤車両を中心に、バリア

フリー対応や環境にも配慮した１３０００系車両への更新を進め

る。 

製造から３０年を経過する通勤車両を中心に、バリアフリー対

応や車内案内表示器の設置によるサービス向上を推進する。 
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＜13000系（新造車両）＞    ＜更新対象車両（2200/2400/2600系車両＞ 

   

③  防犯対策（車内防犯カメラ設置加速）  

（令和８年度～令和１０年度の投資額計：約５億円） 

車内セキュリティ強化の観点から整備を加速し、令和１０年度

までに京阪線全車両への車内防犯カメラの設置を進める。 

 

 

 

 

 

④  防災対策 

（令和８年度～令和１０年度の投資額計：約９億円） 

高架橋などの耐震補強や橋梁の洗掘対策工事を着実に実施する。 

＜耐震補強工事＞        ＜橋梁洗掘対策＞ 

 

 

 

 

 



 

17 

 

⑤  バリアフリー設備の整備  

（令和８年度～令和１０年度の投資額計：約３７億円） 

令和８年度から令和１０年度にかけて８番線での可動式ホー

ム柵の整備を進めるほか、モニター付きインターホンの新設や

エレベーター更新を推進する。 

＜可動式ホーム柵＞       ＜モニター付きインターホン＞ 

 

 

 

 

 

⑥ 駅・車内環境の継続的な改善 

（令和８年度～令和１０年度の投資額計：約１２億円） 

駅トイレについて、より快適にご利用いただけるよう引き続

きリニューアルを進めるほか、駅構内照明の LED化を推進する。 

＜駅トイレリニューアル＞ 
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⑦  次世代駅務機器の導入・更新 

（令和８年度～令和１０年度の投資額計：約１６億円） 

脱磁気化を見据えた新型自動定期発行機の導入等各種駅務機

器更新を実施する。また、WEB による定期券予約サービスの導入

を推進する。 

＜新型自動定期発行機（イメージ）＞ 
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○他社運賃との比較 
（普通運賃 １～５４キロ）  

 
※JR 西日本の運賃は鉄道駅バリアフリー料金反映後かつ令和７年４月１日より適用 

予定の電車特定区間の運賃を記載 

※阪急、阪神、大阪メトロの運賃は、鉄道駅バリアフリー料金反映後の運賃を記載 
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（通勤定期旅客運賃 １～６６キロ） 

 
※JR 西日本の運賃は鉄道駅バリアフリー料金反映後かつ令和７年４月１日より適用 

予定の電車特定区間の運賃を記載 

※阪急、阪神、大阪メトロの運賃は、鉄道駅バリアフリー料金反映後の運賃を記載 
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（通学定期旅客運賃 １～６６キロ） 

 
※JR 西日本の運賃は令和７年４月１日より適用予定の電車特定区間の運賃を記載 
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（競合区間での他社との比較） 

区間 種別 

京阪電気鉄道 競合 

現行（円） 
※鉄道駅バリアフリー料金 

を含む 
申請（円） 

社名 現行（円） 
※鉄道駅バリアフリー料金 

を含む 区間 

淀屋橋 

～ 

祇󠄀園四条 

普通 430 490 
阪急 

大阪梅田 

～ 

京都河原町 

410 

通勤 15,930 18,140 16,180 

通学 4,850 5,270 5,270 

京橋 

～ 

七条 

普通 420 480 
ＪＲ西日本 

京橋 

～ 

京都 

840 

通勤 15,610 17,860 22,590 

通学 4,750 5,180 10,710 

北浜 

～ 

祇󠄀園四条 

普通 430 490 
阪急 

天神橋筋六丁目 

～ 

京都河原町 

410 

通勤 15,930 18,140 15,660 

通学 4,850 5,270 5,160 

淀屋橋 

～ 

守口市 

普通 280 320 
大阪メトロ 

東梅田 

～ 

守口 

290 

通勤 9,690 11,040 11,030 

通学 3,050 3,350 4,880 

東福寺 

～ 

宇治 

普通 320 360 
ＪＲ西日本 

東福寺 

～ 

宇治 

240 

通勤 11,830 13,310 6,990 

通学 3,600 3,920 5,800 

※JR 西日本の運賃は鉄道駅バリアフリー料金反映後かつ令和７年４月１日より適用予定の

電車特定区間の運賃を記載 

※阪急、大阪メトロの運賃は、鉄道駅バリアフリー料金反映後の運賃を記載  
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２．会社の概要等について 
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京阪電気鉄道株式会社の概要 

１．会社概要 

（１）設 立：平成２７年４月１日 
（平成２８年４月１日付で「京阪電気鉄道分割準備株式会社」から商号変更） 

（明治４３年４月１５日天満橋－五条間（現清水五条）で営業開始） 

（２）会 社 名：京阪電気鉄道株式会社 

（３）代 表 者：代表取締役社長 平川 良浩 

（４）所 在 地：大阪府枚方市岡東町１９－１ 

ステーションヒル枚方オフィスＡ 

（５）従業員数：１，２８６人（令和６年３月３１日時点） 

（６）営業キロ：９１．１km 

（うち鉄軌道線 ９０．７km、うち鋼索線 ０．４km） 

（７）資 本 金：１億円 

（８）事業内容：鉄軌道事業、遊園地業 

２．輸送人員、運賃収入の推移 

（単位：千人、百万円） 
 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

輸送 

人員 

定 期 147,461 117,522 121,843 128,230 132,988 

定期外 145,643 90,676 97,391 115,377 127,155 

計 293,104 208,198 219,235 243,608 260,144 

運賃 

収入 

定 期 17,103 13,974 14,096 14,663 15,612 

定期外 33,817 21,169 23,118 27,513 31,257 

計 50,919 35,143 37,214 42,176 46,869 

※鋼索線含む 

※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 
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３．経常損益等の推移 

（単位：億円） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

営業収益 584 401 429 489 544 

営業損益 88 ▲55 11 51 64 

経常損益 79 ▲59 9 47 60 

当期純損益 53 ▲38 7 35 39 
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○京阪電気鉄道の路線図 
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３．京阪電気鉄道の事業計画等について 
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○京阪電気鉄道の事業計画等について 
２０２３年３月公表 京阪グループ長期経営戦略・中期経営計画より抜粋 
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（参考）京阪ホールディングス株式会社の概要 

１．会社概要 

（１）設 立：昭和２４年１１月２５日 
（前身の「京阪電気鉄道株式会社」は明治３９年１１月１９日創立） 

（平成２８年４月１日付で「京阪電気鉄道株式会社」から商号変更） 

（２）会 社 名：京阪ホールディングス株式会社 

（３）代 表 者：代表取締役社長 石丸 昌宏 

（４）所 在 地：大阪府大阪市中央区大手前１－７－３１(OMM) 

（５）従業員数：１１９人（令和６年３月３１日時点） 

（６）資 本 金：５１,４６６百万円(令和６年３月３１日時点) 

（７）連結会社：連結子会社 ３８社 

 持分法適用関連会社 ２社 

        （令和６年３月３１日時点） 

（８）主な子会社：京阪電気鉄道株式会社 

        京阪電鉄不動産株式会社 

        株式会社京阪百貨店 

        株式会社ホテル京阪 
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２．主要な連結経営指標 

（単位：億円） 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

営業収益 2,581 2,601 3,021 

営業損益 134 205 339 

経常損益 165 205 331 

親会社株主に帰属する 

当期純損益 
96 176 249 

純資産額 2,559 2,735 3,048 

総資産額 7,373 7,748 8,202 

有利子負債 3,453 3,416 3,383 

 


